
　　　　

Ｒ７ 年 1 月 1 日

10 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 「個性あふれる子どもたち一人ひとりの心・感情をもっと豊かに」

事業所名 放課後等デイサービス　はぁと 作成日支援プログラム（参考様式）

・小集団での関りの中で気付きや振り返りの場面を設け、自分の気持ちを知り前向きな行動になれるように支援します。
・小集団での関りの中で読む、書く、聞く、話す、推論するなどのスキルが身に付くような活動を提供していきます。（子どもミーティング・子ども会議　など）

・あいさつ、発表の場、グループワークまたは絵カードなどのツールを使用し様々な視点からコミュニケーションの方法を学んでいきます。
・活動やイベント、レクリエーションゲームなどの内容によっては、言葉や行動を意識し協力してお互いをフォローできるようなスキルアップを目指します。

・様々な活動を通して係、担当、日直などの役割分担のある活動を積極的に取り入れルールやマナーを意識しながら助け合い、協力していきます
・個別に定期面談をし、困りごとや悩みを聞いたり、要求・要望または振り返りやソーシャルスキルトレーニングなど状況に合わせ行います。

支援方針 日常生活訓練など様々な療育支援を通して社会生活や集団活動への適応能力の向上を図ります。また、それぞれの個性を活かし自信へつなげていけるようサポートしていきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 ・季節行事（夏祭り・ハロウィーン・クリスマス会・その他多数）、　調理実習（昼食やおやつ作り）、　外出活動（遠足・公共施設・工場見学　等）、　避難訓練

（別添資料１）

家族支援

・送迎時の申し送りでの伝達や連絡帳での報告。またはラインや電話　等
・関係機関との連携による支援体制
・モニタリング以外の必要に応じての相談や面談　等

移行支援 ・本人または保護者への意向確認や状況共有を行い、内容にあった関係機
　関とも情報共有し連携をはかり支援体制を構築していきます。

地域支援・地域連携 ・地域イベントへの参加（展示会　等）
・関係機関との情報共有、交流会　等

職員の質の向上 ・社内研修、社外研修、資格取得
・職員ミーティングや会議、必要に応じた申し送りノートの活用　等

支　援　内　容

・日常生活に必要な基本的な生活習慣・健康面など学習や遊びの中で学んでいきます。
・活動を通し日々の暮らしで、生活リズムが崩れないように体調面の把握をしアドバイスしていきます（タイムスケジュール作成や目標設定、振り返り評価をしていきます）

・様々な活動の中から楽しみながら個々にあった身体能力や機能向上を獲得できるように、状況に応じた場面提供をしていきます。
・遊びを通して体力や体感、力加減などを学んでいきます。（ドッヂボール・サッカー・野球・レクリエーションゲーム・ダンス・鬼ごっこ・オリジナル遊び・ＳＳＴ　など）
・工作などでは使用する道具や材料で感覚や手指の動きをコントロールする力を身に付けていきます。（自由工作・壁面制作・作品展やイベントへの参加　など）
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